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3／２0（火）修了式

３学期の節目標は、第Ⅴ節「感謝」でした。私自身も素敵な出会いから出発した１年
間に感謝しています。修了式では、竹原毅真さん（１－２）が学年代表として、「今年
度の反省」について発表しました。以下、その内容（要約）を紹介します。

僕は、この一年間で様々なことを学びました。
学習面では、授業の大切さを感じました。僕たちの学級目標には、「切り替え」

という言葉が入っています。中学校生活に慣れて、授業と休み時間の切り替えがで
きてない時がありました。集中力を高め、学級全体が前向きな雰囲気で授業を受け
られるように、集中していない人を注意できるようになりたいです。
部活動では、先輩たちが分からなかった、いろいろなことを僕たち一年生に教え

てくださいました。サッカーのプレーも上達しました。４月から、僕たちも先輩と
なります。これまで先輩たちが教えてくださったことを、新入生に伝えていきたい
です。そして、後輩から信頼される先輩になりたいです。
最後に、志についてです。この一年間で、僕は数多くの方々から志を学びました。

地域探訪では、地域に貢献している方々が、どんな志を持っているのか、どうやっ
てその志を見つけることができたのかを学びました。先輩授業では、三年生の先輩
方が持った志について教えていただきました。来年度の僕たちの目標は、志を持つ
ことであり、明治村へのフィールド・ワークでは、明治時代に生きた人々の志を知
ります。この活動を出発点とし、自分の志を一年間で見つけ、立志式で堂々と発表
したいと思います。

【年度末・年度始めの予定】
３月２８日（水） 送別式など 持ち物･･･上靴、体育館シューズ、朝読書用の本

８：00 昇降口を開けます （８：15 着席、出席確認）
～８：25 朝読書

８：45～ 送別式
９：20～ 机と椅子の移動（北校舎１Ｆから３Ｆへ運びます。）

終了次第、部活動・下校

４月 ５日（木） 始業式 【持ち物】
７：45 登校後､昇降口で新学級を確認 ・春休みの計画表

して､新教室に机と椅子を運ぶ。 ・春休みの学習課題
～８：15 朝読書 （春休みの計画表の裏面で確認）

８：15～11：05 新任式、始業式 ・防災頭きん ・雑巾
学級活動、帰りの会 ・上靴 ・体育館シューズ

11：10～11：50 入学式の準備 ・朝読書用の本 ・体操服

４／６（金）、９（月）弁当持参 10（火）給食スタート
【連絡事項】
今年度に配付された教科書や、購入した副教材などを御家庭で処分せず保管してくださ

い。２年生１学期中間テストや学力診断調査の事前学習や受検勉強で使用できます。

 

素敵な「出会い」から始まった１年間に、
「感謝」しています｡



１年間、学年・学級への御理解と御協力に感謝します。
ありがとうございました。

宇野 隆浩
入学式より早くも１年が経とうとしています。生徒たちが様々な場面で成長してき

た姿を見ることができて、とても嬉しく思いました。特に、三大行事は印象深く、初
めてとは思えない程のまとまりでした。授業でも、男女関係なく、楽しそうに交流し
ていました。今後の２年間では、更なる頑張りが期待できる学年です。お子さんのま
すますの成長を期待しています。

古田 直也
保護者の皆様の温かな御支援により、１年間頑張ることができました。そして、お

子さんたちも成長できました。また、１年２組の生徒全員が、あゆみの日記で、自分
への感謝の言葉を書いてくれたこともありました。このような温かく、優しい子ども
たちに育ってくれて、とても嬉しく思いました。今後ともお子さんたちが成長してい
くために御支援の程、よろしくお願いします。

大庭 礼
毎日、笑顔で明るく頑張るお子さんたちに元気をもらいながら、１年間を過ごすこ

とができました。教師となり初めて担当した生徒が、この学年の生徒たちで、本当に
幸せだったと感じています。お子さんたちが２年生に進級しても、さらに頑張り続け
ることを信じて、私も教師２年生として頑張ります。

岩倉 由起
１年生の入学と一緒に、私自身も赴任してきて、楽しさや戸惑いを共有できて、充

実した１年間でした。保護者の皆様や学級の生徒たちに感謝しています。春休みには
生活リズムやルールを守って、始業式からは最高のスタートが切れるよう、励ましを
お願いします。

荻野 彰久
この生徒たちとともに過ごした１年間は、とても短く感じられ、幸せだったと思っ

ています。お子さんたちは、生活面や学習面などで、１学期、２学期、３学期と時が
経つに連れて、よりたくましく育って来ました。来年は、お子さん一人一人がこの１
年間を糧に、さらに活躍することを願っています。

河合 丈志
入学式で新入生が体育館から退場した後、保護者の皆様に以下のように述べました。

志やそれを実現するための粘り強さが、たくましく生き抜くことにつながっていきま
す。やがては、その生き方が、お子さんの財産となり、自分の可能性を広げていくこ
とにもつながります。私は豊中新入生の志、たくましく生き抜く姿がたくさん見られ
ることを期待しています。・・・お子さんたちは、期待以上にたくましくなりました。


